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  （１）的確な判断で…急を要するか、病院へ搬送すべきか、応急処置でよいか 

  （２）冷静な態度……あわてることなく、自信のある態度と処置 
  （３）敏速な行動……傷病者をみて、まずしなければならないことは何か、応急処置、連絡などその

場に応じた適切な処置 

 

 

 

 

 

※近くに他の保護者がいれば、 

  協力を要請する。 

 

【ＡＥＤ設置場所】 

学校名 屋外設置 建物内設置 計 

蘇南中学校 体育館玄関前 １階・職員玄関 ２ 

中部中学校 体育館玄関前 １階・職員玄関、２階・職員室前 ３ 

西可児中学校 体育館玄関前 
１階・職員室前、２階・教室棟廊下、３階・教室棟廊

下 
４ 

東可児中学校 体育館玄関前 １階・保健室前、２階・北校舎廊下 ３ 

広陵中学校 体育館玄関前 １階・図書館前 ２ 

 

 

 

 
 

  心臓発作、転落事故（頭部外傷）、内臓破裂、広範囲の火傷、その他重傷のため生命に危険がある
と思われる場合は、速やかに救急車を呼ぶ。 

  【救急車への連絡方法】 １１９「救急です。」 
   ・活動場所の住所、電話番号および通報者指名 

・患者の状況・・・・・いつ、どこで、どうして、どうなったか（転落、意識不明、出血） 
・応急処置の報告・・・今までに行った応急処置を報告し、次の指示を尋ねる。 

   ・目標物、進入経路を告げる・・・わかりやすい場所に立って救急車を誘導する。 
※移送の同行者は相談し、あらかじめ決めておく。 

 
 

   
  ・意識消失の持続するもの ・ショック症状の持続するもの ・けいれんが持続するもの 
  ・激痛の持続するもの ・多量の出血が持続するもの ・大きな開放創をもつもの 
  ・広範囲の火傷を受けたもの 
 

 
 
  ・保護者に連絡を取り、活動場所へ来てもらう。 
  ・保護者に連絡が取れない場合は、連絡が取れるまで待つ。 
 
 
 
  ・医療機関で受診した場合は、速やかに学校・ＵＮＩＣへ連絡する。 

１ 救急処置心得 

２ 救急処置対応 

３ 移 送 

  生命に危険と判断される場合 

  救急車要請の基準 

  生命に危険はないが、医療を必要とする場合 

  事後措置 

応 急 処 置（救急車要請） 

活 動 責 任 者 

医 療 機 関 

傷 病 発 生 

保 護 者 
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事故対応の流れ迷わず、落ち着いて、命を守り抜く強い意志をもって！ 
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 「救急」であることを伝える。 

 １１９番通報をしたら、まず、「救急です」と伝える。 

  

「住所」を伝える。 

「可児市今渡１１２番地  蘇南中学校です。」 

 

「事故や傷病者の状態」を説明する。 

・「誰が、どのようにして、どうなったか」を簡潔に伝える。 

 

「通報者の名前、電話番号」を伝える。 

 「私は、○〇〇〇です。私の携帯番号は、000 – 0000 - 0000 です。」 

  

  ＜救急車の到着時＞ 

救急車を誘導する。 

  救急隊が到着したら、行った応急処置、容態の変化、傷病者の既往歴  

などを報告する。  

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

救急要請が必要な場合 

・意識がない。 

・呼吸停止、心臓停止で心肺蘇生法が必要。 

・呼吸困難。 

・頭部打撲、意識状態がよくない。 

・腹部打撲、痛みが強く、嘔吐や吐き気がする。 

・激しい腹痛。 

・胸痛がする。 

・けがをして、出血がひどい。 

・脊髄を損傷した恐れがあり、手足の一部が麻痺している。 

・広範囲なやけど。 


